
大分県立看護科学大学・看護学部・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２７５０１

若手研究(B)

2015～2014

早期新生児期における胎脂の過酸化脂質の経時的変化と皮膚バリア機能に与える影響

Changes in lipid peroxides over time in vernix caseosa in the early neonatal 
period and their effects on skin barrier function

１０５６７２０９研究者番号：

樋口　幸（石川幸）（HIGUCHI, SACHI）

研究期間：

２６８６１９３７

年 月 日現在３０   ９ ２１

円     1,900,000

研究成果の概要（和文）： 近年、早期新生児期の清潔ケアにドライテクニックが導入されている。本研究は、
温存した胎脂が皮膚に与える影響について明らかにすることを目的とし、経時的な胎脂中の過酸化脂質の測定、
ならびに新生児の皮膚バリア機能と皮膚組織の炎症反応の評価を行った。
 その結果、胎脂中の初期過酸化脂質であるヘキサノイルリジンが、出生直後から高値を示しその後変動を繰り
返す（連鎖的過酸化反応）群と、出生直後から低値でその後も変動がみられない（不酸化）群があること、また
皮膚保清ケア（胎脂の温存期間）により、新生児の皮膚バリア機能と皮膚内部の炎症反応に差が生じることが示
唆された。

研究成果の概要（英文）： Dry techniques have recently been introduced to cleaning care in the early 
neonatal period. This study aimed to clarify the effects of preserved vernix caseosa on the skin. To
 achieve this, we measured lipid peroxides in vernix caseosa over time and evaluated skin barrier 
function and inflammatory reactions in the skin tissue of neonates.
 Our results revealed that some neonates exhibit high levels of hexanoyl-lysine, an initial lipid 
peroxide in vernix caseosa, immediately after birth with subsequent repeated fluctuations 
(peroxidation chain reaction), while other neonates exhibit low levels immediately after birth with 
no subsequent fluctuations (no oxidation). Furthermore, our findings suggested that skin cleaning 
care (during the preservation period of vernix caseosa) can cause changes in the skin barrier 
function and inflammatory reactions within the skin of neonates.
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１．研究開始当初の背景 
新生児にとって皮膚は大きな臓器であり、

胎外生活への適応や外界の様々な刺激から
の防御等、皮膚の果たす役割は大きい。特に、
角質層が正常に成熟し機能することが重要
であるが、正常新生児においても皮膚角質層
の角質が成熟するまでに生後２～３日 1）、表
皮が弱酸性（ｐＨ5.0）になり 2）、バリア機能
を発揮するまでには生後数日を要するため、
その間無防備な状態である。   
近年、バリア機能の低下した皮膚から体内

に細菌やアレルゲンが侵入することで、アレ
ルギーやアトピー性皮膚炎を引き起こすと
いう可能性が指摘され 3）、バリア機能の未熟
な早期新生児期の皮膚を傷つけず、刺激物質
との接触機会を減ずる予防的スキンケアの
重要性が提案されている。 
 
日本では従来、出産直後に温湯浴（うぶゆ）

を行う習慣があった。1974 年にアメリカ小
児科学会の「ドライテクニックの勧告」4）以
降、汚れとして洗い落とされていた胎脂の研
究が進み、現在までに胎脂の特殊な脂質構成
から①水分保持機能、②抗細菌性のバリア機
能、③抗酸化機能、④保湿作用、⑤浄化作用、
⑥傷の修復作用等の皮膚バリア機能を補う
役割が明らかにされ 5）、日本でもドライテク
ニック（以下 DT）を導入する施設が増加して
いる 6）。  
 
しかし、新生児の皮膚に関する先行研究の

数は少なく、その大部分は、早産・低出生体
重児に関するものであり、胎脂が出生後の正
常新生児の皮膚バリア機能に与える影響は
明らかにされていない。また、出生直後の胎
脂は酸化しやすい不飽和脂肪酸を多く含む
ことが明らかにされている。過酸化脂質は皮
膚顆粒層にダメージを与えるといわれてい
る 7）が、実際に胎脂の過酸化が起こる過程や、
それによって皮膚のバリア機能や皮膚への
影響について検討されていない。 
  

 
２．研究の目的 
本研究は、胎脂の温存期間の異なる早期新

生児の皮膚ｐＨと経皮水分蒸散量を経時的
に測定し皮膚バリア機能の獲得過程を明ら
かにすること。また、胎脂中の過酸化脂質の
経時的変化を明らかにすること。さらに、ス
キンブロッティング法を用いて炎症反応の
初期に放出される炎症性サイトカインを測
定し、皮膚組織内の肉眼では確認できない皮
膚へのダメージを客観的に評価することで、
胎脂の温存期間の違いが早期新生児の皮膚
へ与える影響について、科学的に明らかにす
ることを目的とした。 
 

３．研究の方法 
調査は、胎脂の温存期間の異なる 3施設に

おいて、平成 27年 3月１日～平成 28 年 3月
31 日の期間に出生した正常正期産児（37～42
週未満）のうち、妊娠中に保護者の同意が得
られた者を対象とした。さらに、先天性疾患
や出生時の健康状態に問題がなく、担当助産
師・医師により胎脂の採取ならびにその後の
皮膚測定が可能と判断されたものに限った。 
 
対象者のリクルートは、妊娠中の母親学級

受講もしくは妊婦健康診断時に行った。研究
者は対象者に対して、調査の趣旨、内容、調
査協力に対する個人の自由意思の尊重、プラ
イバシーの保護、回答内容の守秘、データの
使途と管理および処分の倫理的配慮などに
ついて記入した依頼書を用いて、文書と口頭
で説明し、文書で同意を得た。 
本研究は、大分県立看護科学大学研究倫理

安全委員会の承認を受けて実施した（承認番
号 983）。 
 

（1）胎脂の採取ならびに測定方法 
胎脂中の過酸化脂質が皮膚に影響を及ぼ

す時期について推測するために、正常新生児
の胎脂を出生直後に滅菌綿棒で採取し、37℃
保育器内（21％O2下）でインキュベートし、
解凍直後から経時的に 120時間まで計 5回測
定する。 
測定する過酸化脂質は、初期生成物である

ヘキサノイルリジン（以下 HEL）と後期生成
物のマロンジアルデヒド（以下 MDA）の 2 種
類とした。 
HELは抗HEL抗体を使用した競合ELISA法、

MDA は酸性条件下でチオバルビツール酸と加
熱し、過酸化脂質の分解により生じる MDA と
チオバルビツール酸との縮合により生じる
赤色色素を、比色測定する TBA 法を用いて測
定した。 
 
（2）皮膚バリア機能の測定 
皮膚バリア機能である皮脂膜と細胞間脂

質の状態を評価するために、児の前額部・頬
部・胸部・臀部の 4部位の pH と経皮水分蒸
散量（以下 TEWL）を測定し、日齢 0から日齢
5まで経時的に測定した。 
本研究には、スキンチェック HI98109（ハ

ンナインスツルメンツジャパン株式会社）を
用いて pHを測定した。また、VapoMeter（キ
ーストンサイエンティフィック株式会社）を
用いて、TEWL の測定を行った。 
 

（3）皮膚の炎症反応の測定 
表面化していない皮膚組織内の炎症反応

を評価するために、スキンブロッティング法
を用いて炎症性サイトカインの測定を行っ
た。日齢 1、3、5の 3回、児の前額部・頬部・
胸部・臀部の 4 部位に 1cm×1cm のニトロセ
ルロースメンブレンを 10 分間貼付する。採
取したメンブレンを抗 IL-1α抗体、抗 TNFα



抗体を用いて、化学発光法により染色・撮影
した。 
 
 
４．研究成果 
 
調査対象者は、①沐浴群（出生直後より連

日沐浴）36 名、②DT+沐浴群（出生直後は DT
で日齢 1 より連日沐浴）45 名、③DT 群（日
齢 5 まで DT）43 名の合計 124 名から協力を
得た。対象者の概要については、表1に示す。 

 
（1）胎脂中の過酸化脂質の経時的変化 
胎脂中の過酸化脂質を経時的に測定し、初

期過酸化脂質である HELが出生直後から高値
を示しその後変動を繰り返す（連鎖的過酸化
反応）群と出生直後から低値でその後も変動
がみられない（不酸化）群があることが明ら
かになった（図 1）。 

今回の保存環境下では、後期生成物である
MDA は検出されなかった。しかし、HEL の連
鎖的過酸化反応群が変動を繰り返している
ことから、酸化還元反応が起こっている可能
性がある。 
胎脂の付着範囲や量には個人差があり、す

べての対象者に対して過酸化脂質の経時的
測定や過酸化脂質の中間生成物の発現につ
いても検体数を増やし、さらに検証する必要
がある。 
 
 

（2）皮膚バリア機能の測定 
3 群ともに各部位の TEWL、皮膚 pH は、漸

次低下し、経時的に皮膚バリア機能が成熟し
ていることが明らかになった（図 2）。中でも
DT 群は、日齢 1 以降 TEWL・pH ともに有意に
低く、皮膚バリア機能が良好であることが示
唆された。日齢 0 は、胎脂を温存する DT 群
と DT+沐浴群に TEWL と皮膚 pH が高い傾向が
みられた。これは、胎脂に含まれている水分
の蒸散が影響したと考えられる。 
正常新生児においても、バリア機能が正常

であるとされる、TEWL10g/m2h 以下、pH4.5～
6.0 になるまでには、3 群とも生後 3～4日を
要することが明らかになった。 
 

（3）皮膚の炎症反応の測定 
炎症性サイトカイン（IL-1α、TNF-α）の

発現は、3 群間に有意差が認められ、さらに
その発生は部位別に異なることが明らかに
なった。 
 DT 群は、頬部と胸部は IL-1α の発現はな
く、TNF-α の発現も少なかったが、額部と臀
部に関しては、個人差が大きかった。逆に額
部と臀部は沐浴群が、IL-1α と TNF-α の発
現が少なく、個人差も少なかった。 
 

（4）皮膚バリア機能と炎症性サイトカイン
の発現との相関関係 
 額部と臀部は皮膚バリア機能と炎症性サ
イトカインとの間に相関関係はみられなか
った。頬部は、TEWL と IL-1α、TNF-α との
間、胸部は TEWL と TNF-αとの間にいずれも
正の相関がみられ、バリア機能が低下すると、
炎症性サイトカインが上昇することが分か
った。 
 
 
今回の調査で、早期新生児期の皮膚バリア

機能が確立するまでには数日を要すること
が明らかになった。また、頬部や胸部は胎脂
を温存することで、バリア機能を良好に保ち、
IL-1αや TNF-αの発現を抑制できる可能性
が示唆された。 
一方で、額部や臀部は胎脂を温存したほう

が炎症性サイトカインの増加がみられ、個人
差も大きかった。額部や臀部は、比較的胎脂
が多く付着しているため、出生後も皮膚に付
着した胎脂量が多いと、過剰な過酸化脂質が
皮膚に悪影響を与える可能性があると推察
される。 
 
以上の結果より、単純に胎脂を一定期間温

存するのではなく、身体部位に合わせた保清
ケアを行うこと、さらに胎脂の付着量や胎脂
の質を評価し、出生後の個別的な対応が重要
であると考える。 
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図 2. 部位別皮膚バリア機能の経時的変化 


